
議案・陳情名
颯
爽

自
民

さ
が
み

公
明

立
民

維
新

羽
生
田

小
林

一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

物価高物価高対策の補正予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険税の改定 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

ケアラー支援条例 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重度障害者等福祉手当の 
廃止の保留について

○ × × × × × ○ ×

賛否が分かれた主な議案・陳情（P.2、3参照）

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

深
刻
な
人
手
不
足　

ハ
コ
モ
ノ
建
設
よ
り
人
へ
の
投
資
を

介
護
人
材
の
不
足
が
全
国
的
に
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。「
さ
が
み
は
ら
介
護
支
援
専
門

員
の
会
」
が
、
本
市
の
ケ
ア
マ
ネ
と
介
護
保

険
事
業
所
職
員
を
対
象
に
、
昨
年
度
実
施
さ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
衝
撃
的
で
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
の
約
70
％
が
50
代
以
上
で
、
10
年

後
も
続
け
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は
わ
ず
か

23 

%
。
10
年
後
の
介
護
現
場
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
約
9
割
が
シ
ャ

ド
ー
ワ
ー
ク
（
業
務
外
の
無
償
労
働
）
を
行

っ
て
お
り
、
負
担
の
軽
減
と
処
遇
改
善
は
待

っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

人
材
不
足
は
、
他
の
職
業
で
も
。
神
奈
中

バ
ス
の
減
便
や
撤
退
も
、
主
な
要
因
の
１
つ

は
運
転
士
不
足
で
す
。
教
育
現
場
で
は
、
慢

性
的
に
教
員
が
不
足
し
て
お
り
、
中
学
校
の

35
人
学
級
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

３
年
間
、
30
人
ず
つ
教
員
を
増
や
す
予
定
で

す
が
、
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
。
市
職
員
も

土
木
職
、
建
築
職
等
、
必
要
な
人
材
の
確
保

に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
深
刻
な
人
手

不
足
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。
市
政
の

優
先
順
位
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
必
要

な
の
は
ハ
コ
モ
ノ
建
設
よ
り
人
へ
の
投
資
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
P.
2
参
照
）。

6月議会の日程

5月29日（金） 本会議（議案提案）

6月8日（月）、9日（火） 本会議（代表質問）

  11日（木）～17日（水） 各常任委員会

  26日（金）、29日（月）、30日（火） 本会議（一般質問）

7月  1日（水） 本会議（採決）

※市のホームページから中継や録画をご覧いただけます。

第53回相模原市民桜まつり　4月4日、5日の来場者数は約41万人

第56回　のもとよしみの議会報告会

相模湖公民館
10時～12時
城山公民館
14時～16時　

 日にち  
5月23日（土）

紙面では伝えきれない予算の中身を
ご紹介。移動手段の確保、介護や
子育て等、気になる話題について意
見交換しません
か。お待ちして
います。

予算の中身と私たちの暮らし 参加費無料

2026年4月

No.75

相
模
原
市
議
会
議
員　

颯さ
っ

爽そ
う

の
会
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グラフ❶ 人件費、扶助費、投資的経費の推移

（年度）
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相模原市の物価高対策の例

自治会集会所の空調

かなちゃんパス
商店街の
LED化スマホ決済ポイント還元

帯状疱疹
ワクチン

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
賃
　
2
カ
月
無
料
に

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進
と
課
題
の
検
証

の
た
め
、運
賃
無
料
期
間
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

期
間
は
2
ヵ
月
（
7
、
8
月
頃
を
予
定
）。

ご
乗
車
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

物
価
高
で
苦
し
む
人
に
こ
そ
支
援
を

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
や
事
業

者
を
支
援
す
る
た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
た

額
は
、約
52 . 

5
億
円
。
そ
の
う
ち
約
21 .
7
億

円
は
食
料
品
の
特
別
加
算
分
で
す
。
横
浜
市

は
国
の
「
子
育
て
応
援
手
当
」（
2
万
円
／

人
）
の
対
象
外
と
な
る
19
歳
以
上
の
す
べ
て

の
市
民
に
5
千
円
を
給
付
、
世
田
谷
区
は
、

低
所
得
世
帯
等
に
2
万
円
を
支
給
し
た
上
で

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
工

夫
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本

市
で
は
現
金
給

付
な
ど
困
窮
す

る
市
民
に
直
接

支
援
が
届
く
事

業
は
な
く
、
職

員
の
負
担
軽
減

な
ど
行
政
の
都

合
を
優
先
し
た

こ
と
が
判
明
。

「
み
ん
な
ワ
ク
ワ

ク
さ
が
み
は
ら

緊
急
対
策
対
応

予
算
」
と
名
付
け
ら
れ
た
中
身
は
、
生
活
支

援
よ
り
経
済
対
策
や
団
体
等
の
要
望
へ
の
対

応
の
傾
向
が
強
く
、
い
く
つ
も
恩
恵
を
受
け

る
市
民
が
い
る
一
方
で
、
何
の
支
援
も
受
け

ら
れ
な
い
市
民
が
い
ま
す
。
反
対
討
論
で
は
、

目
的
を
見
極
め
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
施

策
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

膨
ら
む
予
算　

市
の
方
針
は
ど
こ
へ　
　
　

26
年
度
予
算
の
特
徴
の
１
つ
が
、
投
資
的

経
費
の
大
幅
増
と
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
や

ハ
コ
モ
ノ
建
設
の
推
進
で
す
。
投
資
的
経
費

は
過
去
最
大
の
5
1
8
億
円
（
グ
ラ
フ
①
）、

そ
の
う
ち
4
0
0
億
円
は
建
設
債
等（
借
金
）

で
す
。
投
資
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
将

来
の
税
収
増
に
つ
な
が
る
か
、
費
用
対
効
果

は
ど
う
か
、
将
来
世
代
の
負
担
は
重
す
ぎ
な

い
か
見
極
め
が
必
要
で
す
。

本
市
の
公
共
施
設
は
、
多
く
が
人
口
急
増

期
に
建
設
さ
れ
、
一
斉

に
改
修
時
期
を
迎
え

る
た
め
、
新
た
な
施
設

整
備
は
原
則
行
わ
な

い
、
2
0
4
6
年
ま
で
に
延
床
面
積
を
20 

%

減
ら
す
と
い
う
方
針
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

衛
生
研
究
所
、
新
斎
場
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
、
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
加
え
、（
仮
称
）

第
3
別
館
事
業
、
本
庁
舎
等
整
備
検
討
事

業
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
必
要
性
調
査
、
新
た
な

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
整
備
事
業
な
ど
、
次
々

と
ハ
コ
モ
ノ
事
業
が
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
模
原
総
合
補ほ
き
ゅ
う
し
ょ
う

給
廠
の
全
面
返
還

が
前
提
だ
っ
た
は
ず
の
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
連
続
立

体
交
差
事
業
の
検
討
が
復
活
。
橋
本
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
も
、
リ
ニ
ア
の
開
業
時
期
の

大
幅
な
遅
れ
や
物
価
高
騰
、
移
動
ニ
ー
ズ
の

縮
小
等
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
リ
ス
ク

を
考
慮
し
な
い
ま
ま
、
従
前
の
計
画
に
基
づ

く
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
リ
ニ
ア
や
車
に

依
存
せ
ず
、
脱
炭
素
社
会
を
め
ざ
す
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
転
換
し
、
大
西

大
通
り
線
の
整
備
も

見
直
す
べ
き
で
す
。

福
祉
施
策
や
子

育
て
支
援
策
、

組
織
の
運
営
や

管
理
体
制
等
の
課
題

も
あ
り
、
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度　

国
保
税
へ
の
上
乗
せ
徴
収
に
反
対

児
童
手
当

の
拡
充
や
こ

ど
も
誰
で
も

通
園
事
業
な

ど
、
6
つ
の

子
育
て
支
援

事
業
の
財
源
を
、
す
べ
て
の
医
療
保
険
の
加

入
者
に
「
上
乗
せ
徴
収
」
す
る
（
平
均
で
26

年
度
は
3
0
0
0
円
、
27
年
度
は
4
2
0
0

円
、
28
年
度
は
5
4
0
0
円
）
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
制
度
。
保
険
料
に
転
嫁
せ
ず
、

こ
ど
も
家
庭
庁
が
予
算
を
確
保
す
べ
き
で

す
。
ま
た
、
国
保
税
は
平
均
7.
4
%
の
増

額
改
定
と
な
り
、
所
得
に
対
す
る
保
険
税
の

負
担
率
が
10
％
以
上
に
な
る
世
帯
も
。
負
担

が
重
す
ぎ
ま
す
。
国
民
皆
保
険
制
度
を
担
う

国
保
が
、
持
続
可
能
で
安
心
な
も
の
に
な
る

よ
う
、
国
に
強
く
求
め
る
よ
う
要
請
し
、
反

対
し
ま
し
た
。

実
効
性
あ
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
に

ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家
族
の
介
護
や
看
病
、

世
話
を
無
償
で
し
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

核
家
族
化
が
進
み
、
老
老
介
護
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
、
仕
事
や
子
育
て
を
し
な
が
ら
の
介

3
月
議
会　

一
般
質
問

民
生
委
員
会

護
や
8
0
5
0
問
題
等
、
様
々
な
問
題
が
起

き
て
お
り
、
ケ
ア
ラ
ー
を
孤
立
さ
せ
ず
、
社

会
全
体
で
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
民
党
か
ら
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
を
つ
く

る
意
向
が
示
さ
れ
、
颯
爽
の
会
は
、
実
効
性

の
あ
る
条
例
に
す
る
た
め
、
議
会
全
体
で
協

議
し
て
い
く
こ
と
、
市
が
実
施
し
て
い
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
反
映
さ
せ
て
条
例

化
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
自

民
党
は
3
月
議
会
に
会
派
の
案
を
提
出
す
る

こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
拒
否
。
条
例
案
修
正
の

協
議
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

民
生
委
員
会
で
は
、
修
正
が
必
要
と
思
わ

れ
る
語ご

い彙
や
内
容
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た

が
、
得
心
が
い
く
回
答
は
な
し
。「
条
例
を
制

定
す
れ
ば
、
市
が
計
画
に
反
映
さ
せ
、
取
組

を
進
め
る
」
と
い
う
趣
旨
の
答
弁
が
あ
り
、

条
例
制
定
後
、
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に

議
会
と
し
て
ど
う
関
わ
る
の
か
尋
ね
ま
し
た

が
、
方
針
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
も
拒
否
さ
れ

た
た
め
、
条
例
に
反
対
し
ま
し
た
。

支
援
の
現
場
か
ら
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
発
見

や
自
分
の
大
変

さ
を
自
覚
し
て

い
な
い
方
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の

難
し
さ
、
業
務
内
で

対
応
す
る
こ
と
の
限
界
、

世
帯
が
抱
え
て
い
る
複
雑
な
問
題
へ
の
対
応

の
難
し
さ
な
ど
、
様
々
な
葛
藤
の
声
が
届
き

ま
す
。
理
念
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し
ま
せ

ん
。
反
対
討
論
で
は
、
市
議
会
と
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
機
能
と
進
行
管
理
を
行
う
体
制
を
示

す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

困
難
を
抱
え
る
女
性
へ
支
援
を

24
年
4
月
に
施

行
さ
れ
た
女
性
支

援
法
。
そ
の
目
的

は
、
性
的
被
害
や

暴
力
、
妊
娠
・
出
産
に
関

わ
る
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
や
無
償
で
家

事
等
を
担
う
こ
と
に
よ
る
経
済
的
自
立
の
難

し
さ
な
ど
、
女
性
で
あ
る
が
故
に
様
々
な
困

難
を
抱
え
る
女
性
を
、
そ
の
意
思
を
尊
重
し

な
が
ら
支
援
し
、
安
心
か
つ
自
立
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
法
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
本
市
の
実
態
把
握

や
基
本
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。ま

た
、
法
に
定
め
る
女
性
相
談
支
援
員
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
た
非
正

規
職
員
の
「
こ
ど
も
家
庭
相
談
員
」
で
あ
る

と
わ
か
り
、
子
ど
も
の
有
無
や
年
代
、
相
談

内
容
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
た
め
ら
わ
ず
に

相
談
で
き
る
よ
う
、
配
置
場
所
や
相
談
員
の

名
称
を
見
直
す
こ
と
、
個
々
の
相
談
か
ら
根

本
的
な
問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
、
正

規
職
員
の
配
置
や
専
任
化
の
検
討
を
要
請
。

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
の
相
談
先
が
一
目
で
わ
か

る
よ
う
、
相
談
窓
口
を
ま
と
め
て
案
内
す
る

工
夫
を
求
め
、
検
討
す
る
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

 

も
し
も
に
備
え
て

「
尊
厳
あ
る
最
期
」
の
支
援
を

自
分
亡
き
後
の
葬

儀
や
納
骨
先
、
遺

品
整
理
等
に
悩

ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
が
増
加

し
、
引
き
取
り
手
が
な

い
ご
遺
骨
も
増
え
、
昨
年
度
は
2
2
0
柱
で

し
た
。
民
間
事
業
者
等
と
死
後
事
務
委
任
契

約
を
結
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
頼
れ
る
身
寄
り
が
な

く
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
な
い
方
が
利
用
で
き

る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
を

求
め
ま
し
た
。
国
が
こ
の
事
業
に
係
る
法
改

正
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
と
の
こ
と
。
安
心
し
て
日
々
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
早
期
実
施
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

終
活
情
報
登
録
事
業
の
実
施
を

こ
の
事
業
は
、
病
気
や
事

故
な
ど
で
自
分
の
意
思

が
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ

た
時
に
備
え
、
か
か
り
つ
け
医

や
緊
急
連
絡
先
等
を
事
前
に
市

に
登
録
し
、
警
察
や
消
防
、
医
療

機
関
等
か
ら
の
照
会
が
あ
っ
た
時
に
伝
え
て

も
ら
う
も
の
で
す
。
登
録
は
無
料
で
、
延
命

治
療
の
有
無
、
葬
儀
や
遺
品
整
理
の
生
前
契

約
先
、
納
骨
先
な
ど
の
情
報
も
登
録
で
き
ま

す
。
自
治
体
に
し
か
で
き
な
い
事
業
で
あ
り
、

実
施
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
事
業
の
あ
り
方
や

実
施
す
る
際
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
と
の
こ
と
。
早
期
実
現
を
期
待
し
ま
す
。

※
1 

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
の
支
援
に
関
す
る
法
律

※
2 
埋
葬
・
納
骨
の
手
配
、
行
政
機
関
へ
の
届
け
出
、
遺
品

整
理
等
の
死
後
事
務
を
第
三
者
に
委
任
す
る
契
約

※
3 

葬
儀
・
納
骨
・
死
後
手
続
き
・
生
活
支
援
を
包
括
的
に

支
援
す
る
事
業

※
2

※
3

※
1



発令状況の周知

発令中は、屋外での火の使用が制限されます。

対象区域 津久井地域（旧4町）

発令対象期間 １月から５月まで

市HPの災害・緊急情報、消防局公式X等
※警報発令は対象区域にひばり放送が流れます。

たき火やバーベキュー、かまどなど、
炎や火の粉が飛ぶ行為を行う際は、
市内どこでも、いつでも届出が必要です！　

「林野火災警報・注意報」 運用開始！　

実
現
し
ま
し
た
！
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街
路
樹
管
理
方
針
を
策
定

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

地
域
の
足
に
！

巨
木
化
、

老
木
化
で

倒
木
や
枝
折
れ
に
よ
る
事
故
も

発
生
し
て
い
る
街
路
樹
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
適
切
に
維
持

管
理
す
る
方
針
を
定
め
、
安
全

で
快
適
な
環
境
の
確
保
と
財
政

の
平
準
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
要

請
。
3
月
に
方
針
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
！
今
後
は
着
実
な
実
行

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

神
奈
中
バ
ス
の
廃
止
、
減
便

に
対
応
し
、
地
域
の
足
を
確
保

す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

活
用
（
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）

を
提
案
。
藤
野
地
区
の
平
日

の
早
朝
便
で
運
行
が
始
ま
る
予

定
で
す
。
土
日
の
運
行
な
ど
、

さ
ら
な
る
活
用
を
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

文
化
財
の
着
実
な
指
定
と
保
護
を

昨
年
12
月
に
文
化
庁
に
認
定
さ
れ
た

「
相
模
原
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

に
は
、
文
化
財
の
指
定
・
登
録
件
数
の
目

標
な
ど
、
評
価
指
標
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
重
要
性
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、

改
革
プ
ラ
ン
で
指
定
・
登
録
が
ス
ト
ッ
プ

し
た
案
件
が
あ
り
、
今
後
は
着
実
に
指
定
・

登
録
を
行
え
る
よ
う
、
適
切
な
人
員
体
制

と
予
算
の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

文
化
財
を
保
護
・
継
承
す
る
担
い
手
の
確

保
や
活
動
の
支
援
を
促
し
ま
し
た
。

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
絶
滅
回
避
に
向
け
て　

県
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ギ
フ
チ

ョ
ウ
。
シ
カ
が
食
草
の
カ
ン
ア
オ
イ
を
食

べ
尽
く
し
、
絶
滅
の
危
機
に
。
防
護
柵
の

設
置
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
懸
命

な
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
行

政
の
動
き
は
後
手
に
回
っ
て
い
ま
す
。
原

因
の
１
つ
が
県
と
市
の
関
係
課
が
多
い
こ

と
。
連
携
す
る
た
め
、
正
式
な
協
議
体
の

設
置
を
要
請
。
県
に
も
設
置
を
働
き
か
け

る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

希
少
生
物
を
保
護
す
る
に
は
、
そ
の
生

息
・
生
育
環
境
の
保
全
も
重
要
で
す
。
環

境
行
政
が
主
体
的
に
関
わ
る
よ
う
求
め
、

生
態
系
や
生
育
環
境
の
保
全
に
取
り
組
む

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
物
多

様
性
に
関
す
る
条
例
は
、
施
行
か
ら
6
年

経
っ
て
も
、
市
が
主
導
し
て
重
要
区
域
に

指
定
す
る
要
件
を
検
討
し
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
。
期
限
と
目
標
を
定
め
て
取
り
組

む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の
保
全
活
動
継
承
を

大
島
の
神
沢
河
原
と
湘
南
小
先
の
河
原

で
行
わ
れ
て
い
る
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の
保
全

活
動
。
シ
カ
の
害
や
担
い
手
の
確
保
等
が

課
題
で
す
。
ま
た
、
湘
南
小
は
来
年
度
で

閉
校
に
。
活
動
継
続
へ
の
十
分
な
配
慮
と

支
援
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
課
題
な
ど

を
把
握
し
、
支
援
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
。

不
適
切
な
既
存
盛
土
へ
の
対
応
を

牧
野
地
区
篠
原
の
盛
土
は
、
3
月

末
で
県
の
土
砂
条
例
の
経
過
措
置
が

終
了
。
県
職
員
は
、
現
場
を
安
全
に

す
る
の
が
県
の
責
任
と
役
割
と
発
言

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
状
は
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

土
砂
搬
入
を
許
し
、
早
期

に
止
め
な
か
っ
た
の
は
県

の
不
作
為
で
あ
り
、
地
域

住
民
に
は
行
政
不
信
と

怒
り
し
か
残
ら
な
い
と
指

摘
し
ま
し
た
。

今
後
は
盛
土
規
制
法

に
基
づ
き
、
市
が
市
民
の
安
全
を
守
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
牧
野
地
区
大
鐘

久
保
、
長
竹
地
区
志
田
峠
も
含
め
、
応
急

対
策
が
必
要
な
危
険
盛
土
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
。
今
後
2
年
を
か
け
て

既
存
盛
土
に
立
ち
入
り
、
調
査
を
実
施
。

結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
、
危

険
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
別
途
説
明
を

行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。


